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右
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出
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徴
税
問
題
は
、
現
下
国
民
の
重
大
関
心
事
で
あ
り
、
特
に
中
小
商
工
業
者
に
と
つ
て
、
避
け
が
た
い
事
情
か
ら
生
ず
る
国

税
の
滯
納
整
理
は
、
世
上
往
々
に
し
て
、
物
議
を
か
も
す
問
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
税
務
行
政
上
現
わ
れ
た
一
つ
の
事
例
を

示
し
て
、
政
府
の
明
確
な
る
見
解
を
質
し
た
い
。 

東
京
都
目
黒
区
平
町
二
十
一
番
地
写
真
材
料
商
野
村
由
二
君(

以
下
本
人
と
記
す
。)

は
、
昭
和
二
十
四
年
度
に
お
い
て
当

初
二
十
九
万
円
の
所
得
更
正
を
受
け
、
そ
の
後
二
十
一
万
五
千
円
と
訂
正
さ
れ
た
が
、
次
に
述
べ
る
調
査
の
実
情
か
ら
、
再

審
査
請
求
書
を
提
出
中
、
何
ら
決
定
な
き
ま
ま
、
昭
和
二
十
五
年
九
月
二
十
二
日
、
次
の
ご
と
く
財
産
差
押
処
分
を
受
け
て

い
る
。 

（
差
押
調
書
抄
録
） 
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二
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年
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二
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九
、
二
七
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円 

 
 

 

同 

三 

 



 

本
人
は
、
そ
の
後
再
三
所
轄
目
黒
税
務
署
に
出
頭
し
て
再
調
査
を
促
進
す
る
一
方
、
差
押
物
件
の
処
分
に
関
し
て
は
、
同

署
総
務
次
長
小
坂
家
松
市
、
徴
收
二
係
主
任
名
取
朝
雄
両
氏
立
会
の
も
と
に
「
訂
正
の
見
込
あ
る
に
つ
き
、
そ
れ
ま
で
処
分

を
保
留
す
る
。
」
旨
の
回
答
を
え
て
、
一
日
も
早
く
解
決
を
待
つ
て
い
た
。
し
か
る
に
十
月
十
八
日
に
至
り
、
突
然
物
件
引
上

げ
の
ト
ラ
ツ
ク
が
来
て
、
一
切
の
陳
情
を
も
聞
き
入
れ
ず
、
「
本
日
は
特
に
署
長
の
命
令
で
あ
る
か
ら
。
」
（
名
取
事
務
官
の

言
）
と
い
つ
て
、
「
こ
れ
か
ら
署
へ
行
つ
て
き
い
て
来
る
か
ら
、
一
時
間
程
の
猶
予
を
お
い
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
い
う
本
人 

な
お
、
本
人
の
主
張
す
る
所
得
十
七
万
円
に
対
し
て
は
、
差
押
え
に
先
だ
ち
、
完
納
済
で
あ
つ
た
こ
と
を
特
記
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。 

一 

国
税
徴
收
官 

 
大
蔵
事
務
官 

 

河
内 
 

太
郞 

一 
差 

押 

物 

件 
 

箱
形
写
真
機 

一 
 

 

洋
服
ダ
ン
ス 

一 
 

 

柱 

時 

計 

一 
 

 

扇 

風 

機 
 

一 

写 

真 

機 

二 
 

 

書 

だ 

な 

一 
 

 

茶
だ
ん
す 

一 
 

 

手 

文 

庫 
 

一 

花 

び 

ん 

卓 

二 
 

 

花 

び 

ん 

一 
 

 

テ
ー
ブ
ル 

一 
 

 
 

合
計 

十
三
點 

四 

 



 

の
最
後
の
言
葉
も
、
考
慮
の
余
地
な
し
と
し
て
、
差
押
物
件
十
三
点
を
ト
ラ
ツ
ク
に
積
み
込
み
、
即
日
競
売
の
手
続
を
と
つ

た
。
そ
の
後
審
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
な
ん
の
音
さ
た
も
な
か
つ
た
が
、
十
二
月
五
日
に
至
り
、
た
ま
た
ま
通
り
合
せ
た
同

署
平
野
事
務
官
よ
り
「
す
で
に
ほ
ぼ
君
の
主
張
通
り
で
訂
正
通
知
が
出
て
い
る
。
」
と
い
わ
れ
、
本
人
は
事
の
意
外
に
驚
き
、

な
ん
の
通
知
も
な
き
旨
を
告
げ
た
と
こ
ろ
、
十
二
月
六
日
附
で
十
七
万
六
百
十
円
に
訂
正
通
知
書
が
到
着
し
た
。 

前
後
の
事
情
と
平
野
主
任
の
言
明
に
よ
り
、
同
人
の
所
得
に
つ
い
て
は
、
減
額
訂
正
の
見
込
み
の
も
と
に
本
人
が
相
当
額

完
納
後
、
物
件
引
上
げ
を
実
施
す
る
ま
で
の
間
に
、
訂
正
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

一 

国
税
徴
收
法
に
は
、
審
査
請
求
中
と
い
え
ど
も
徴
收
を
猶
予
し
な
い
と
あ
る
が
、
税
務
署
の
決
定
せ
る
所
得
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
完
納
済
に
な
つ
て
い
た
も
の
に
つ
き
、
差
押
処
分
の
み
な
ら
ず
、
競
売
に
附
す
る
こ
と
は
、
社
会
通
念
上
妥

当
を
欠
く
の
み
な
ら
ず
、
明
ら
か
に
憲
法
第
二
十
九
條
の
個
人
の
財
産
権
を
侵
害
し
た
違
憲
行
為
で
は
な
い
か
。 

二 

前
記
の
事
情
を
知
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
且
つ
、
納
税
者
と
の
一
応
の
了
解
事
項(

前
文
記
述
し
た
事
実)

を
も
無 

右
の
事
実
に
基
き
次
の
諸
点
に
つ
い
て
政
府
の
責
任
あ
る
見
解
を
求
め
る
。 

五 

 



 

 

六 

視
し
て
競
売
処
分
を
強
行
し
た
こ
と
に
対
し
、
所
轄
税
務
署
長
並
び
に
当
該
徴
收
官
は
、
公
務
員
と
し
て
、
刑
法
第
百
九

十
三
條
の
職
権
濫
用
の
罪
に
該
当
す
る
と
思
う
が
如
何
。 

三 

す
で
に
競
売
処
分
に
附
さ
れ
た
物
件
を
、
原
状
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
た
と
え
換
価
し
て
現
金
を
交
附
若
し
く
は

物
件
の
一
部
又
は
全
部
を
本
人
に
還
付
す
る
も
、
本
人
が
こ
の
間
に
受
け
た
物
質
上
の
損
失
、
更
に
十
数
年
間
築
き
上
げ

た
営
業
上
並
び
に
対
社
会
的
信
用
の
失
墜
な
ど
有
形
無
形
の
損
害
に
対
し
て
、
当
局
は
、
賠
償
の
責
に
任
ず
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
が
如
何
。 

な
お
、
本
人
は
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
第
七
回
国
会
で
、
課
税
の
実
情
等
に
つ
い
て
参
議
院
で
証
人
と
し
て
陳
述
し
て

お
る
こ
と
を
附
記
す
る
。 

右
質
問
す
る
。 


